
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セルに位置し、前記セルを通じてＭＢＭＳサービスを受信する少なくとも一つの移動端
末と、前記セルを通じて前記少なくとも一つの移動端末に前記ＭＢＭＳサービスを提供す
る無線網制御器と、を含み、前記セル内で前記ＭＢＭＳサービスを受信する前記少なくと
も一つの移動端末の数に応じて送信方式の種類を決定する移動通信システムで、前記送信
方式にポイント対ポイント方式により前記少なくとも一つの移動端末に前記ＭＢＭＳサー
ビスを提供する基地局が前記送信方式の種類をポイント対マルチポイント方式に変更する
方法において、
　前記基地局が前記無線網制御器から測定命令を受信する過程と、
　前記基地局が前記測定命令を受信すると、前記セルに対して前記ＭＢＭＳサービスを提
供する専用チャネルの全体送信電力を測定する過程と、
　前記基地局が前記測定命令の受信前に前記無線網制御器から電力臨界値と維持時間を受
信し、前記測定した全体送信電力が前記維持時間の間、前記電力臨界値を超えると、前記
無線網制御器に前記送信方式の変更を要請する過程と、を含むことを特徴とする前記方法
。
【請求項２】
　前記送信変更方式の変更要請に対応した測定除去命令を受信すると、前記全体送信電力
の測定を終了した後、前記ポイント対マルチポイント方式による前記ＭＢＭＳサービスを
提供する無線資源を割り当てる過程をさらに含む請求項１記載の前記方法。
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【請求項３】
　前記測定命令は、前記ポイント対ポイント方式により前記ＭＢＭＳサービスを提供する
少なくとも一つの専用チャネルを区別するための無線リンク識別子情報と、前記ＭＢＭＳ
サービスを受信する前記少なくとも一つの移動端末を区別するための基地局通信コンテク
スト識別子情報と、を含む請求項１記載の前記方法。
【請求項４】
　前記測定命令は、前記測定から除外しようとする無線リンク情報として前記ポイント対
ポイント方式により前記ＭＢＭＳサービスを提供する少なくとも一つの専用チャネルを区
別するための無線リンク識別子情報と、前記ＭＢＭＳサービスを受信する前記少なくとも
一つの移動端末を区別するための基地局通信コンテクスト識別子情報と、を含む請求項１
記載の前記方法。
【請求項５】
　前記送信方式の変更を要請する時、前記無線リンク識別子と前記基地局通信コンテクス
ト識別子に対応した測定識別子を共に伝送する請求項３記載の前記方法。
【請求項６】
　前記電力臨界値と前記維持時間は、前記全体送信電力の測定のための初期化時に提供さ
れる請求項１記載の前記方法。
【請求項７】
　前記送信方式の変更要請は、前記測定結果を報告することにより決定される請求項１記
載の前記方法。
【請求項８】
　基地局内に存在するセルに位置し、前記セルを通じてＭＢＭＳサービスを受信する少な
くとも一つの移動端末と、前記基地局を通じて前記少なくとも一つの移動端末に前記ＭＢ
ＭＳサービスを提供する無線網制御器と、を含み、前記セル内で前記ＭＢＭＳサービスを
受信する前記少なくとも一つの移動端末の数に応じて送信方式の種類を決定する移動通信
システムで、前記送信方式にポイント対ポイント方式により前記少なくとも一つの移動端
末に前記ＭＢＭＳサービスを提供する前記無線網制御器が前記送信方式の種類をポイント
対マルチポイント方式に変更する方法において、
　前記無線網制御器が前記基地局に電力臨界値と維持時間を提供し、前記セルで前記ＭＢ
ＭＳサービスを提供する専用チャネルの全体送信電力の測定を命令する過程と、
　前記無線網制御器が前記測定命令により測定された全体送信電力が前記維持時間の間、
前記電力臨界値を超えると、前記基地局から前記測定結果を受信する過程と、
　前記無線網制御器が前記測定結果を受信すると、前記送信方式の種類を前記ポイント対
マルチポイントに変更する過程と、を含む前記方法。
【請求項９】
　前記測定結果が受信されると、前記全体送信電力の測定を終了することを前記基地局に
命令し、前記ポイント対マルチポイント方式による前記ＭＢＭＳサービスを提供する無線
資源を割り当てることにより、前記送信方式の種類を前記ポイント対マルチポイントに変
更する請求項８記載の前記方法。
【請求項１０】
　前記測定命令は、前記ポイント対ポイント方式により前記ＭＢＭＳサービスを提供する
少なくとも一つの専用チャネルを区別するための無線リンク識別子情報と、前記ＭＢＭＳ
サービスを受信する前記少なくとも一つの移動端末を区別するための基地局通信コンテク
スト識別子情報と、を含む請求項８記載の前記方法。
【請求項１１】
　前記測定命令は、前記測定から除外しようとする無線リンク情報として前記ポイント対
ポイント方式により前記ＭＢＭＳサービスを提供する少なくとも一つの専用チャネルを区
別するための無線リンク識別子情報と、前記ＭＢＭＳサービスを受信する前記移動端末を
区別するための基地局通信コンテクスト識別子情報と、含む請求項８記載の前記方法。
【請求項１２】
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　前記測定結果の報告時、前記無線リンク識別子と前記基地局通信コンテクスト識別子に
対応した測定識別子が共に伝送される請求項１０記載の前記方法。
【請求項１３】
　前記電力臨界値と前記維持時間は、前記全体送信電力の測定のための初期化時に提供さ
れることができる請求項８記載の前記方法。
【請求項１４】
　基地局内に存在するセルに位置し、前記セルを通じてＭＢＭＳサービスを受信する少な
くとも一つの移動端末と、前記基地局を通じて前記少なくとも一つの移動端末に前記ＭＢ
ＭＳサービスを提供する無線網制御器と、を含み、前記セル内で前記ＭＢＭＳサービスを
受信する前記少なくとも一つの移動端末の数に応じて送信方式の種類を決定する移動通信
システムで、前記セルに前記ＭＢＭＳサービスを提供する前記送信方式をポイント対ポイ
ント方式からポイント対マルチポイント方式に変更する方法において、
　前記無線網制御器が前記基地局に電力臨界値と維持時間を提供し、前記セルで前記ＭＢ
ＭＳサービスを提供する専用チャネルの全体送信電力の測定を命令する過程と、
　前記基地局が前記測定命令を受信すると、前記セルに対して前記ＭＢＭＳサービスを提
供する専用チャネルの全体送信電力を測定し、前記測定した全体送信電力が前記維持時間
の間、前記電力臨界値を超えると、前記無線網制御器に前記測定結果を報告する過程と、
　前記無線網制御器が前記測定結果に基づいて、前記送信方式の種類を前記ポイント対マ
ルチポイントに変更する過程と、を含むことを特徴とする前記方法。
【請求項１５】
　送信方式の種類を変更する過程は、
　前記無線網制御器が前記基地局に前記全体送信電力の測定を終了することを命令する段
階と、
　前記ポイント対マルチポイント方式による前記ＭＢＭＳサービスを提供する無線資源を
割り当てる段階と、からなる請求項１４記載の前記方法。
【請求項１６】
　前記測定命令は、前記ポイント対ポイント方式により前記ＭＢＭＳサービスを提供する
少なくとも一つの専用チャネルを区別するための無線リンク識別子情報と、前記ＭＢＭＳ
サービスを受信する前記移動端末を区別するための基地局通信コンテクスト識別子情報と
、を含む請求項１４記載の前記方法。
【請求項１７】
　前記測定命令は、前記測定から除外しようとする無線リンク情報として前記ポイント対
ポイント方式により前記ＭＢＭＳサービスを提供する少なくとも一つの専用チャネルを区
別するための無線リンク識別子情報と、前記ＭＢＭＳサービスを受信する前記移動端末を
区別するための基地局通信コンテクスト識別子情報と、含む請求項１４記載の前記方法。
【請求項１８】
　前記測定結果の報告時、前記無線リンク識別子と前記基地局通信コンテクスト識別子に
対応した測定識別子が共に伝送される請求項１６記載の前記方法。
【請求項１９】
　前記電力臨界値と前記維持時間は、前記全体送信電力の測定のための初期化時に提供さ
れることができる請求項１４記載の前記方法。
【請求項２０】
　基地局内に存在するセルに位置し、前記セルを通じてＭＢＭＳサービスを受信する少な
くとも一つの移動端末と、前記基地局を通じて前記少なくとも一つの移動端末に前記ＭＢ
ＭＳサービスを提供する無線網制御器と、を含み、前記セル内で前記ＭＢＭＳサービスを
受信する前記少なくとも一つの移動端末の数に応じて送信方式の種類を決定する移動通信
システムで、前記送信方式にポイント対ポイント方式により前記少なくとも一つの移動端
末に前記ＭＢＭＳサービスを提供する前記無線網制御器が前記送信方式の種類をポイント
対マルチポイント方式に変更する方法において、
　前記無線網制御器が前記基地局に前記セルで前記ＭＢＭＳサービスを提供する専用チャ
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ネルの全体送信電力の測定を命令する過程と、
前記無線網制御器が前記基地局から前記測定命令により測定された全体送信電力を受信す
る過程と、
　前記基地局制御器が前記受信された全体送信電力が予め決定された維持時間の間、予め
決定された電力臨界値を超えると、前記送信方式の種類を前記ポイント対マルチポイント
に変更する過程と、を含むことを特徴とする前記方法。
【請求項２１】
　送信方式の種類を変更する過程は、
　前記無線網制御器から前記基地局に前記全体送信電力の測定を終了することを命令する
段階と、
　前記ポイント対マルチポイント方式による前記ＭＢＭＳサービスを提供する無線資源を
割り当てる段階と、からなる請求項２０記載の前記方法。
【請求項２２】
　前記測定命令は、前記ポイント対ポイント方式により前記ＭＢＭＳサービスを提供する
少なくとも一つの専用チャネルを区別するための無線リンク識別子情報と、前記ＭＢＭＳ
サービスを受信する前記移動端末を区別するための基地局通信コンテクスト識別子情報と
、を含む請求項２１記載の前記方法。
【請求項２３】
　前記測定命令は、前記測定から除外しようとする無線リンク情報として前記ポイント対
ポイント方式により前記ＭＢＭＳサービスを提供する少なくとも一つの専用チャネルを区
別するための無線リンク識別子情報と、前記ＭＢＭＳサービスを受信する前記移動端末を
区別するための基地局通信コンテクスト識別子情報と、含む請求項２１記載の前記方法。
【請求項２４】
　前記測定結果の報告時、前記無線リンク識別子と前記基地局通信コンテクスト識別子に
対応した測定識別子が共に伝送される請求項２２記載の前記方法。
【請求項２５】
　基地局内に存在するセルに位置し、前記セルを通じてＭＢＭＳサービスを受信する少な
くとも一つの移動端末と、前記基地局を通じて前記少なくとも一つの移動端末に前記ＭＢ
ＭＳサービスを提供する無線網制御器と、を含む移動通信システムで、前記無線網制御器
が前記少なくとも一つの移動端末に前記ＭＢＭＳサービスのための送信方式を決定する方
法において、
　前記無線網制御器が前記基地局に前記セルで前記ＭＢＭＳサービスを提供する専用チャ
ネルの全体送信電力の測定を命令する過程と、
　前記基地局が前記セル内で前記ＭＢＭＳサービスを受信する移動端末の数が予め決定さ
れた臨界値に到達するかを判断する過程と、
　前記移動端末の数が前記予め決定された臨界値に到達し、前記測定命令により前記基地
局から測定された全体送信電力が予め決定された維持時間の間、予め決定された電力臨界
値を超えると、前記基地局が前記送信方式の種類をポイント対マルチポイントに決定する
過程と、を含むことを特徴とする前記方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は移動通信システムに関し、特にマルチキャストマルチメディア放送サービスを
送信する送信方式を全体送信電力に応じてスイッチングする方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近通信産業の発達により符号分割多重接続 (Code Division Multiple Access、以下、
“ＣＤＭＡ” )移動通信システムで提供するサービスは、音声サービスだけではなくパケ
ットデータ (packet data)、サーキットデータ (circuit data)などのような大容量のデー
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タを伝送するマルチキャスティングマルチメディア通信システムに発展しつつある。従っ
て、前記マルチキャスティングマルチメディア通信を支援するために一つのデータソース
から多数の使用者端末機 (User Equipment、以下、“ＵＥ” )にサービスを提供する放送 /
マルチキャストサービス (Broadcast/Multicast Service)の開発が活発に遂行されている
。前記放送 /マルチキャストサービスは、メッセージ中心のサービスであるセル放送サー
ビス (Cell Broadcast Service、以下、“ＣＢＳ” )と実時間映像及び音声、停止映像、文
字などマルチメディア形態を支援するマルチキャストマルチメディア放送サービス (Multi
media Broadcast/Multicast Service、以下、“ＭＢＭＳ” )に区分することができる。
【０００３】
　前記図１は移動通信システムでＭＢＭＳサービスを提供するためのネットワーク構造を
概略的に示した図である。
　前記図１を参照すると、先ず、放送 /マルチキャスト -サービスセンター (Broadcast/Mul
ticast-Service Center、以下、“ＢＭ－ＳＣ” )１１０はＭＢＭＳサービスに対するＭＢ
ＭＳストリーム (stream)を提供し、前記ストリームをスケジューリング (scheduling)して
伝送ネットワーク (transit N/W)１２０に伝達する。前記伝送ネットワーク１２０は前記
ＢＭ－ＳＣ１１０とサービスパケット無線サービス支援ノード (Serving GPRS Support No
de、以下、“ＳＧＳＮ” )１３０間に存在するネットワーク (network)であり、前記ＢＭ－
ＳＣ１１０から伝達されたＭＢＭＳサービスに対するストリームを前記ＳＧＳＮ１３０に
伝達する。ここで、前記ＳＧＳＮ１３０はゲートウェイパケット無線サービス支援ノード
(Gateway GPRS Support Node、以下、“ＧＧＳＮ” )と外部ネットワークなどで構成する
ことができる。任意の時点で前記ＭＢＭＳサービスを受信しようとする多数のＵＥ、一例
に基地局１ (ノードＢ１ )、即ちセル１ (cell １ )１６０に属するＵＥ１ (１６１ )、ＵＥ２ (
１６２ )、ＵＥ３ (１６３ )と、基地局２ (ノードＢ１ )、即ちセル２ (１７０ )に属するＵＥ
４ (１７１ )、ＵＥ５ (１７２ )が存在していると仮定する。
【０００４】
　前記伝送ネットワーク１２０からＭＢＭＳサービスに対するストリームを受信したＳＧ
ＳＮ１３０は、ＭＢＭＳサービスを受けようとする加入者、即ちＵＥのＭＢＭＳ関連サー
ビスを制御する役割、一例に加入者それぞれのＭＢＭＳサービス課金関連データを管理、
及びＭＢＭＳサービスデータを特定無線ネットワーク制御器 (Radio Network Controller
、以下、“ＲＮＣ” )１４０に選別的に伝送するようなＭＢＭＳ関連サービスを制御する
。
【０００５】
　以下、説明の便宜上、前記“基地局”を“セル”と同一の概念に使用する。前記基地局
は１個のセルのみを管理することもでき、多数のセルを管理することもできることは勿論
である。
【０００６】
　前記ＳＧＳＮ１３０は前記ＲＮＣ１４０に、前記ＲＮＣ１４０は該当セルに選別的なＭ
ＢＭＳデータ伝送を遂行すべきであり、このために前記ＳＧＳＮ１３０は前記ＭＢＭＳサ
ービスを受けているＲＮＣのリストを知っているべきであり、前記ＲＮＣ１４０は前記Ｍ
ＢＭＳサービスを受けているセルのリストを知っているべきである。このようにすること
により、以後、前記ＲＮＣ１４０は貯蔵しているセルにＭＢＭＳサービスを提供すること
ができる。
【０００７】
　前記ＲＮＣ１４０は多数のセルを制御し、自己が管理しているセルのうち、ＭＢＭＳサ
ービスを要求するＵＥが存在するセルにＭＢＭＳサービスデータを伝送し、また前記ＭＢ
ＭＳサービスを提供するために設定される無線チャネル (radio channel)を制御し、また
前記ＳＧＳＮ１３０から伝達されたＭＢＭＳサービスに対するストリームを有して前記Ｍ
ＢＭＳサービスに関する情報を管理する。
【０００８】
　そして前記図１に示したように、一つの基地局、一例にセル２ (１７０ )と前記セル２ (
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１７０ )に属するＵＥ１７１、１７２間にはＭＢＭＳサービスを提供するために一つの無
線チャネルのみが構成される。前記図１には図示されないが、ホーム位置登録器 (ＨＬＲ :
Home Location Register)は前記ＳＧＳＮ１３０と連結され、ＭＢＭＳサービスのための
加入者認証を遂行する。
【０００９】
　任意のＭＢＭＳサービスを提供するためには、先ず、前記ＭＢＭＳサービスに対する基
本情報がＵＥに伝達されるべきであり、前記ＭＢＭＳサービスに対する基本情報を受信し
たＵＥが前記任意のＭＢＭＳサービスを受けようとする場合、そのＵＥリストがネットワ
ークに伝達されるべきである。このようにネットワークで前記任意のＭＢＭＳサービスを
受けようとするＵＥリストを受信すると、前記ネットワークは前記ＵＥを呼び出して (pag
ing)前記ＭＢＭＳサービスを提供するための無線ベアラー (Radio Bearer)を設定すべきで
ある。このように前記ＵＥと無線ベアラーが設定された後、前記設定された無線ベアラー
を通じて前記任意のＭＢＭＳサービスを提供する。しかし、前記ＭＢＭＳサービスが終了
されると、その終了事実が全てのＵＥに通報されるべきであり、これによって全てのＵＥ
は前記ＭＢＭＳサービスのために割り当てられた全ての資源 (resource)を解除 (release)
しなければ正常的なＭＢＭＳサービスが不可能である。
【００１０】
　図２は移動通信システムでＭＢＭＳサービスを提供するための過程を示した信号流れ図
である。
　前記図２を参照すると、先ず、ＵＥは任意のＭＢＭＳサービスを受信するためにコアネ
ットワーク (ＣＮ :Core Network)に使用者登録 (SUBSCRIPTION)過程を遂行する (２０１段階
)。ここで、前記コアネットワークは前記図１で説明したようにＢＭ－ＳＣと、伝送ネッ
トワークと、ＳＧＳＮとを含む。前記使用者登録過程はサービス提供者 (service provide
r)と使用者間にＭＢＭＳサービス時、課金またはＭＢＭＳサービス受信に関連された基本
的な情報を交換する過程である。このように使用者登録が完了されると、前記コアネット
ワークは現在提供可能なＭＢＭＳサービスに対する基本的な情報、一例にメニュー情報 (M
ENU INFORMATION)を前記ＭＢＭＳサービス加入者であるＵＥに案内するためにサービス案
内 (ANNOUNCEMENT)過程を遂行する (２０２段階 )。ここで、前記メニュー情報とは特定ＭＢ
ＭＳサービスが開始される時刻情報と持続時間などを示す情報として、前記コアネットワ
ークは前記メニュー情報を予め設定されているサービス領域 (service area)に放送するか
、即ち、ＣＢＳなどのような放送サービスを通じて放送するか、またはＭＢＭＳサービス
要請があるＵＥのみに伝送することができる。そして前記コアネットワークは前記メニュ
ー情報を通じて各ＭＢＭＳのサービスを差別化して区分するためのＭＢＭＳサービス識別
子 (MBMS SERVICE ID)を提供する。
【００１１】
　前記サービス案内過程を通じてメニュー情報を受信したＵＥは、前記メニュー情報のう
ちサービス受けようとする特定ＭＢＭＳサービスを選択し、前記コアネットワークに前記
選択したＭＢＭＳサービスに対するサービス加入要請 (JOINING)過程を遂行する (２０３段
階 )。ここで、前記ＵＥが前記コアネットワークに伝送する前記サービス加入要請メッセ
ージは、前記選択したＭＢＭＳサービスを示すＭＢＭＳサービス識別子と、該当ＵＥを示
すＵＥ識別子 (ＵＥ  ＩＤ )を含む。前記ＵＥのサービス加入要請に応じて前記コアネット
ワークはＵＥがサービス受けようとするＭＢＭＳサービスを識別するようになり、前記コ
アネットワークは前記ＵＥとマルチキャストモードベアラーセットアップ (multicast mod
e bearer setup)過程を遂行する (２０４段階 )。前記マルチキャストモードベアラーセッ
トアップ過程で前記コアネットワーク、即ちＳＧＳＮと伝送ネットワーク上に前記ＭＢＭ
Ｓサービスを提供するためのトランスポートベアラー (transport bearer)が予め設定され
ることができる。一例に、前記ＳＧＳＮとＧＧＳＮ間に前記ＭＢＭＳサービスのためのＧ
ＰＴ -Ｕ /ＵＤＰ /ＩＰ /Ｌ２ /Ｌ１ベアラーが予め設定されることもできる。その後、前記
コアネットワークは前記ＵＥに要請したＭＢＭＳサービスがすぐ開始されることを示す一
種の呼び出し (paging)過程であるサービス通知 (NOTIFICATION)過程を遂行する (２０５段
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階 )。
【００１２】
　前記２０５段階でサービス通知過程に応じて呼び出されたＵＥはサービス通知応答メッ
セージを前記ＲＮＣに伝送することができ、前記ＲＮＣは前記ＵＥから受信されるサービ
ス通知応答メッセージを利用して各セル別に位置したＵＥの数を把握する。ここで、前記
セル別に位置したＵＥの数は該当セルにＭＢＭＳサービスを提供するために設定する無線
チャネルのタイプ (type)、即ち送信方式を決定するのに使用されることができる。これは
後述されるので、ここでは詳細な説明を省略する。また、前記送信方式の種類にはポイン
ト対ポイント (Point to Point、以下、“ＰＴＰ” )とポイント対マルチポイント (Point t
o Multipoint、以下、“ＰＴＭ” )があり、これも後述されるので、ここでは詳細な説明
を省略する。
【００１３】
　前記サービス通知過程を通じて要請したＭＢＭＳサービスがすぐ開始されることを感知
したＵＥは、前記コアネットワークと無線資源割り当て (Radio resource allocation)過
程を通じて前記ＭＢＭＳサービスを提供するために無線資源を実際割り当て、前記割り当
てた無線資源関連情報を実際ハードウェア的構成に実現する (２０６段階 )。ここで、前記
無線資源割り当て過程は、前記ＲＮＣが任意のセルに位置したＵＥに該当セルで前記ＭＢ
ＭＳサービスが伝送無線ベアラー (radio bearer)情報を知らせる段階 (以下、“無線ベア
ラーセットアップ (RADIO BEARER SETUP)”段階 )と、前記ＲＮＣがＭＢＭＳサービスを受
信するＵＥが位置しているセルに Iubインタフェース上に構成されるトランスポートベア
ラー (transport bearer)情報と無線ベアラー情報を知らせる段階 (以下、“無線リンクセ
ットアップ (Radio Link setup)”段階 )に区分される。前記無線資源割り当て過程が完了
されると、特定ＭＢＭＳサービスを要請した全てのＵＥは前記特定ＭＢＭＳサービスが提
供される無線リンク関連情報と前記サービスが上位階層情報を検出し、前記ＵＥが属した
セルは前記無線リンクと Iubインタフェース設定を完了する。
【００１４】
　このように前記ＲＮＣとＵＥ間にＭＢＭＳサービス提供のための準備が完了された状態
で、前記コアネットワークは前記ＲＮＣを通じて前記ＵＥにＭＢＭＳサービスデータを伝
送するＭＢＭＳデータ伝送過程を遂行する（２０７段階）。このように前記ＵＥにＭＢＭ
Ｓサービスデータを伝送する中に新たなＵＥが前記ＭＢＭＳサービスを要請する場合、ま
たは前記ＭＢＭＳサービスを受けていたＵＥのうち任意のＵＥがサービス中断を所望する
場合、またはＭＢＭＳサービスを受けているＵＥがセル移動をする場合、任意のセルに存
在するＵＥの数が変わるようになる。ここで、特定ＭＢＭＳサービスに対してサービス要
請過程を完了し、前記特定ＭＢＭＳサービスが提供される無線チャネルに関した情報を検
出しているＵＥの集合を“ＭＢＭＳグループ”と称する。前記任意のセルに位置したＵＥ
の数が減少するか、または増加することにより、前記２０５段階で説明した無線チャネル
のタイプを変更すべき、即ちＭＢＭＳサービスを提供する送信方式を変更すべき必要性が
発生することができ、該当セルを管理 (Manage)するＲＮＣは前記セルの送信方式 (transmi
ssion scheme)を変更する動作、即ち送信方式スイッチング (transmission scheme switch
ing)動作を遂行する (２０８段階 )。以後、前記ＭＢＭＳサービスデータ伝送が完了される
と、前記ＵＥとコアネットワーク間には前記設定されている無線資源、即ちトランスポー
トベアラー及び無線ベアラーを解除する無線資源解除過程を遂行する (２０９段階 )。
【００１５】
　図３は移動通信システムで送信方式であるＰＴＰ方式とＰＴＭ方式を概略的に示した図
である。
　前記図３を参照すると、先ず、ＰＴＭ方式はセル１ (３６０ )でのようにセル変更地域ま
でデータを伝送する送信方式である。この送信方式によりデータは要求する全てのＵＥに
同一チャネルを通じて伝送され、一般的に共通チャネル (common channel)を用いて伝送さ
れる。これとは異なり、ＰＴＰ方式はセル２ (３７０ )でのようにデータを要求するＵＥ別
にデータを伝送する方式であり、一般的に前記データは専用チャネル (dedicated channel
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)を用いて伝送される。即ち、前記ＭＢＭＳサービスは一つの伝送資源、即ちチャネルを
多数のＵＥが共有し、伝送資源を効率的に使用しようとする目的を有する。しかし、前記
伝送資源の効率的使用との目的は任意の一つのセル内に多数のＵＥが位置している時 (以
下の説明で“ＵＥ”とは一つのＭＢＭＳサービスを受信するＵＥのみを意味することに注
意すべきである )に達成され、もし一つのセルに少数のＵＥが存在する場合、むしろ伝送
資源が非効率的に使用されることもできる。
【００１６】
　一例に、任意のＭＢＭＳサービスをＰＴＭ方式にサービスする場合、即ち共通チャネル
を用いてサービスする場合、前記共通チャネルの特性上、送信信号がセル変更地域まで到
達するように信号を送信するので、多くの送信電力資源が所要される。即ち、前記共通チ
ャネルを通じてＭＢＭＳサービスを提供する場合、所要される送信電力が１０ [dBm]であ
り、専用チャネルを用いてサービスする場合、所要される送信電力の和が５ [dBm]であれ
ば、前記共通チャネルよりは専用チャネルを用いてサービスすることが伝送資源の効率性
を増加させる結果をもたらす。このように、ＰＴＰ方式がＰＴＭ方式より効率的な場合は
、ＭＢＭＳデータを受信している全てのＵＥが基地局と比較的近接な所に存在して前記Ｕ
Ｅそれぞれに割り当てる専用チャネルに所要される送信電力が小さい。結果的に前記専用
チャネルに所要される送信電力の総和が前記共通チャネルに所要される送信電力より小さ
くなる場合である。
【００１７】
　前記ＰＴＰ方式とＰＴＭ方式の相対的効率性を決定するパラメータ (parameter)として
は、該当セルに位置したＭＢＭＳデータを要求するか、受信しているＵＥの位置とＵＥの
数が存在する。しかし、前記ＵＥの位置を実時間に測定することは実際無線チャネル環境
では殆ど不可能であるので、ＵＥの数のみを考慮して該当セルにＰＴＰ方式とＰＴＭ方式
のうちいずれの送信方式にＭＢＭＳサービスを提供するかを決定する方案が考慮されてい
る。この場合は、ＭＢＭＳサービスの提供中にＰＴＭ方式を使用する時よりＰＴＰ方式を
使用する時、伝送資源の効率性が増加されるＵＥの数を実験的に算出し、前記算出したＵ
Ｅの数を臨界値に設定して、任意のセルにＵＥが前記臨界値以上に存在する場合にはＰＴ
Ｍ方式にＭＢＭＳサービスを提供し、これとは反対に前記任意のセルにＵＥが前記臨界値
未満に存在する場合にはＰＴＰ方式にＭＢＭＳサービスを提供することである。
【００１８】
　このように任意のセルに存在するＵＥの数を利用してＭＢＭＳサービスを提供する送信
方式を決定する方案を前記図３を参照して説明すると、次のようである。前記図３は前記
臨界値が３に設定された場合を仮定している。
【００１９】
　前記セル１ (３６０ )には３個のＵＥ、即ちＵＥ１ (３６１ )乃至ＵＥ３ (３６３ )が存在し
ているので、前記セル１ (３６０ )はＰＴＭ方式にＭＢＭＳサービスを提供し、前記セル２
(３７０ )には２個のＵＥ、即ちＵＥ４ (３７１ )及びＵＥ５ (３７２ )が位置しているので、
前記セル２ (３７０ )はＰＴＰ方式にＭＢＭＳサービスを提供する。ここで、前記ＭＢＭＳ
サービス提供のための各セルの送信方式は、ＲＮＣ３４０がセルに存在するＵＥの個数に
より決定する。即ち、該当セルに存在するＵＥの個数が前記臨界値以上である場合には、
伝送方式をＰＴＭ方式に決定し、これとは反対に該当セルに存在するＵＥの個数が前記臨
界値未満である場合には伝送方式をＰＴＰ方式に決定するものである。しかし、任意の時
点に前記セル２ (３７０ )に新たなＵＥが進入したら、前記セル２ (３７０ )に存在するＵＥ
の数が前記臨界値と同一の３になるので、前記セル２ (３７０ )の伝送方式はＰＴＭ方式に
変更される。
【００２０】
　しかし、上述したように任意のセルに存在するＵＥの個数のみを考慮してＭＢＭＳサー
ビスのための伝送方式を決定する場合、伝送資源の効率性が低下される場合が発生するこ
とができる。一例に前記セル２ (３７０ )に存在するＵＥ５ (３７２ )が前記セル２ (３７０ )
のセル変更地域に存在している場合、前記ＵＥ５ (３７２ )に割り当てた専用チャネルを通
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じてＭＢＭＳサービスを提供するために消耗される送信電力とＰＴＭ方式に伝送時に消耗
される送信電力がほぼ同一であるので、前記ＵＥの数に従って送信方式を決定することは
伝送資源の効率性を低下させる問題点がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２１】
　従って、前述の問題点を解決するための本発明の目的は、移動通信システムでマルチキ
ャストマルチメディア放送サービスを送信する送信方式をスイッチングする方法を提供す
ることにある。
【００２２】
　本発明の他の目的は移動通信システムで送信電力に相応するようにマルチキャストマル
チメディア放送サービスを送信する送信方式をスイッチングする方法を提供することにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【００２３】
　このような目的を達成するために本発明は、セルに位置し、前記セルを通じてＭＢＭＳ
サービスを受信する少なくとも一つの移動端末と、前記セルを通じて前記少なくとも一つ
の移動端末に前記  ＭＢＭＳサービスを提供する無線網制御器と、を含み、前記セル内で
前記ＭＢＭＳサービスを受信する前記少なくとも一つの移動端末の数に応じて送信方式の
種類を決定する移動通信システムで、前記送信方式にポイント対ポイント方式により前記
少なくとも一つの移動端末に前記ＭＢＭＳサービスを提供する基地局が前記送信方式の種
類をポイント対マルチポイント方式に変更する方法において、前記基地局が前記無線網制
御器から測定命令を受信する過程と、前記基地局が前記測定命令を受信すると、前記セル
に対して前記ＭＢＭＳサービスを提供する専用チャネルの全体送信電力を測定する過程と
、前記基地局が前記測定命令の受信前に前記無線網制御器から電力臨界値と維持時間を受
信し、前記測定した全体送信電力が前記維持時間の間、前記電力臨界値を超えると、前記
無線網制御器に前記送信方式の変更を要請する過程と、を含む。
【００２４】
　このような目的を達成するために本発明は、基地局内に存在するセルに位置し、前記セ
ルを通じてＭＢＭＳサービスを受信する少なくとも一つの移動端末と、前記基地局を通じ
て前記少なくとも一つの移動端末に前記ＭＢＭＳサービスを提供する無線網制御器と、を
含み、前記セル内で前記ＭＢＭＳサービスを受信する前記少なくとも一つの移動端末の数
に応じて送信方式の種類を決定する移動通信システムで、前記送信方式にポイント対ポイ
ント方式により前記少なくとも一つの移動端末に前記ＭＢＭＳサービスを提供する前記無
線網制御器が前記送信方式の種類をポイント対マルチポイント方式に変更する方法におい
て、前記無線網制御器が前記基地局に電力臨界値と維持時間を提供し、前記セルで前記Ｍ
ＢＭＳサービスを提供する専用チャネルの全体送信電力の測定を命令する過程と、前記無
線網制御器が前記測定命令により測定された全体送信電力が前記維持時間の間、前記電力
臨界値を超えると、前記基地局から前記測定結果を受信する過程と、前記無線網制御器が
前記測定結果を受信すると、前記送信方式の種類を前記ポイント対マルチポイントに変更
する過程と、を含む前記方法。
【００２５】
　このような目的を達成するために本発明は、基地局内に存在するセルに位置し、前記セ
ルを通じてＭＢＭＳサービスを受信する少なくとも一つの移動端末と、前記基地局を通じ
て前記少なくとも一つの移動端末に前記ＭＢＭＳサービスを提供する無線網制御器と、を
含み、前記セル内で前記ＭＢＭＳサービスを受信する前記少なくとも一つの移動端末の数
に応じて送信方式の種類を決定する移動通信システムで、前記セルに前記ＭＢＭＳサービ
スを提供する前記送信方式をポイント対ポイント方式からポイント対マルチポイント方式
に変更する方法において、前記無線網制御器が前記基地局に電力臨界値と維持時間を提供
し、前記セルで前記ＭＢＭＳサービスを提供する専用チャネルの全体送信電力の測定を命
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令する過程と、前記基地局が前記測定命令を受信すると、前記セルに対して前記ＭＢＭＳ
サービスを提供する専用チャネルの全体送信電力を測定し、前記測定した全体送信電力が
前記維持時間の間、前記電力臨界値を超えると、前記無線網制御器に前記測定結果を報告
する過程と、前記無線網制御器が前記測定結果に基づいて、前記送信方式の種類を前記ポ
イント対マルチポイントに変更する過程と、を含む。
【００２６】
　このような目的を達成するために本発明は、基地局内に存在するセルに位置し、前記セ
ルを通じてＭＢＭＳサービスを受信する少なくとも一つの移動端末と、前記基地局を通じ
て前記少なくとも一つの移動端末に前記ＭＢＭＳサービスを提供する無線網制御器と、を
含み、前記セル内で前記ＭＢＭＳサービスを受信する前記少なくとも一つの移動端末の数
に応じて送信方式の種類を決定する移動通信システムで、前記送信方式にポイント対ポイ
ント方式により前記少なくとも一つの移動端末に前記ＭＢＭＳサービスを提供する前記無
線網制御器が前記送信方式の種類をポイント対マルチポイント方式に変更する方法におい
て、前記無線網制御器が前記基地局に前記セルで前記ＭＢＭＳサービスを提供する専用チ
ャネルの全体送信電力の測定を命令する過程と、前記無線網制御器が前記基地局から前記
測定命令により測定された全体送信電力を受信する過程と、前記基地局制御器が前記受信
された全体送信電力が予め決定された維持時間の間、予め決定された電力臨界値を超える
と、前記送信方式の種類を前記ポイント対マルチポイントに変更する過程と、を含む。
【００２７】
　このような目的を達成するために本発明は、基地局内に存在するセルに位置し、前記セ
ルを通じてＭＢＭＳサービスを受信する少なくとも一つの移動端末と、前記基地局を通じ
て前記少なくとも一つの移動端末に前記ＭＢＭＳサービスを提供する無線網制御器と、を
含む移動通信システムで、前記無線網制御器が前記少なくとも一つの移動端末に前記ＭＢ
ＭＳサービスのための送信方式を決定する方法において、前記無線網制御器が前記基地局
に前記セルで前記ＭＢＭＳサービスを提供する専用チャネルの全体送信電力の測定を命令
する過程と、前記基地局が前記セル内で前記ＭＢＭＳサービスを受信する移動端末の数が
予め決定された臨界値に到達するかを判断する過程と、前記移動端末の数が前記予め決定
された臨界値に到達し、前記測定命令により前記基地局から測定された全体送信電力が予
め決定された維持時間の間、予め決定された電力臨界値を超えると、前記基地局が前記送
信方式の種類をポイント対マルチポイントに決定する過程と、を含む。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明は、移動通信システムでＭＢＭＳサービスを提供する時、該当セルに存在するＭ
ＢＭＳデータを要請したＵＥの数だけではなくＭＢＭＳデータを送信する無線チャネルの
全体順方向送信電力まで考慮して前記ＭＢＭＳサービスを提供するための送信方式を決定
することにより、順方向伝送資源効率性を増加させる利点を有する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　以下、本発明に従う好適な一実施形態について添付図を参照しつつ詳細に説明する。下
記の説明において、本発明の要旨のみを明瞭にする目的で、関連した公知機能又は構成に
関する具体的な説明は省略する。
【００３０】
　本発明の説明前、本発明でマルチキャストマルチメディア放送サービス (Multimedia Br
oadcast/Multicast Service、以下、“ＭＢＭＳ” )を提供するために伝送方式を決定する
ことにおいて、最初には前記従来技術部分で説明したように任意のセル (cell)に存在する
使用者端末機 (User Equipment、以下、“ＵＥ” )の個数を考慮する。即ち、任意のセルに
存在するＵＥの個数が予め設定した臨界値以上である場合にはポイント対マルチポイント
(Point to Multipoint、以下、“ＰＴＭ” )方式にＭＢＭＳサービスを提供し、これとは
反対に、前記ＵＥの個数が前記臨界値未満である場合にはポイント対ポイント (Point to 
Point、以下、“ＰＴＰ” )方式にＭＢＭＳサービスを提供するように決定する。そして本
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発明ではＰＴＰ／ＰＴＭ臨界値とＰＴＭ /ＰＴＰ臨界値の二つの臨界値を有して送信方式
を決定する。
【００３１】
　本発明は最初には伝送方式を該当セルに存在するＭＢＭＳデータを受信しようとするＵ
Ｅの個数を用いてＰＴＰ方式またはＰＴＭ方式に決定する。以後には前記ＵＥの個数だけ
ではなくＭＢＭＳデータを送信する無線チャネルの全体送信電力 (total transmitted cod
e power)を用いてＰＴＰ方式またはＰＴＭ方式が選択される。そして、前記全体送信電力
は基地局 (ノードＢ )で測定し、前記全体送信電力の測定開始時点及び終了時点は、無線ネ
ットワーク制御器 (Radio Network Controller、以下、“ＲＮＣ” )がＭＢＭＳ測定初期化
要求 (MBMS MEASUREMENT INITIATION REQUEST)メッセージと、ＭＢＭＳ測定解除 (ＭＢＭＳ
 MEASUREMENT DELETE)メッセージとの新たなＮＢＡＰ (Node B Application Part)メッセ
ージを用いてノードＢに通報する。また測定する全体送信電力の対象も前記ＭＢＭＳ測定
初期化要求メッセージを通じてＲＮＣがノードＢに通報する。
【００３２】
　すると、前記ノードＢはＭＢＭＳ測定報告 (MBMS MEASUREMENT REPORT)との新たなＮＢ
ＡＰメッセージを用いて、測定した全体送信電力をＲＮＣに報告する。ここで、前記ノー
ドＢが前記ＲＮＣに前記全体送信電力を報告する時点は、前記ノードＢに具現された順方
向送信電力報告アルゴリズム (DL_Po Reporting Algorithm)により決定される。ここで、
前記順方向送信電力報告アルゴリズムは前記ＲＮＣがノードＢに伝送したＭＢＭＳ測定初
期化要求メッセージにより制御される。
【００３３】
　その結果として、前記ＲＮＣはノードＢが報告する全体送信電力に基づいてＭＢＭＳサ
ービス提供のための送信方式を決定することができ、これは前記ＲＮＣに具現された送信
方式スイッチングアルゴリズム (transmission scheme switching algorithm)により遂行
される。前記ＲＮＣは送信方式のスイッチングを決定する場合、これをノードＢとＵＥに
通報すべきである。ここで、前記送信方式に対する通報メッセージには決定された送信方
式に基づいたチャネルと各種パラメータ (parameter)が含まれる。
【００３４】
　伝統的に、前記送信方式スイッチングアルゴリズムは該当セルに存在するＵＥの数のみ
を考慮した。しかし、本発明では前記ＵＥの数とノードＢがＭＢＭＳ測定報告メッセージ
を通じてＲＮＣに報告する全体送信電力を共に考慮する。即ち、任意のセルに決定されて
いる送信方式を決定するために前記ＲＮＣは前記任意のセルに存在するＵＥの数だけでは
なく、任意の時点でノードＢで報告する全体送信電力まで考慮する。そして前記決定され
た送信方式が以前に決定されている送信方式と相異である送信方式である場合、前記ＲＮ
Ｃは前記送信方式変更のための一連の過程を前記ノードＢ及びＵＥと共に実行する。
【００３５】
　ここで、前記送信方式スイッチングアルゴリズムは多数の形態に具現可能である。例え
ば、特定臨界値を設定した後、前記ノードＢが報告する全体送信電力が前記臨界値以上で
ある場合、前記ノードＢの送信方式をＰＴＰ方式からＰＴＭ方式にスイッチングするよう
にする形態が具現可能である。他の例として前記ノードＢが全体送信電力を周期的に前記
ＲＮＣに報告する場合、前記ＲＮＣが前記周期的に報告される全体送信電力を有して送信
方式スイッチングを決定するようにする形態が具現可能である。勿論、このような例以外
にも前記送信方式スイッチングアルゴリズムは多様に変更可能である。
【００３６】
　図４は本発明の一実施形態に従うＭＢＭＳサービス提供のための送信方式決定過程を概
略的に示した図である。下記の説明において、説明の便宜上、ノードＢとセルは同一の概
念に説明していることに注意すべきである。
【００３７】
　前記図４を参照すると、先ず、セル１ (４２０ )と、セル２ (４４０ )と、セルｘ (４３０ )
はＲＮＣ４１０の制御下で順方向電力報告を遂行する。本発明では該当セルでＭＢＭＳサ
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ービスを提供する送信方式がＰＴＰ方式である場合のみに前記順方向電力報告動作を遂行
するようにする。即ち、該当セルはＭＢＭＳ測定報告メッセージを、該当ノードＢがＭＢ
ＭＳサービスを提供する方式であるＰＴＰ方式で使用しているチャネル、一例にＭＢＭＳ
データを送信する専用チャネル (dedicated channel)の全体送信電力が予め設定した臨界
値、即ちＤＬ _Ｐｏ _ＰＴＭ臨界値を超過する場合、前記ＲＮＣ４１０に伝送する。
【００３８】
　前記ＲＮＣ４１０はＭＢＭＳサービスに対して、ＰＴＰ／ＰＴＭ臨界値と、ＰＴＭ /Ｐ
ＴＰ臨界値とＤＬ _Ｐｏ _ＰＴＭ臨界値を決定する。ここで、前記それぞれの臨界値を決定
する過程自体は、本発明と直接的な連関はないが、簡略に説明する。そして本発明ではＲ
ＮＣ４１０が送信方式を決定することにおいて、一つのＭＢＭＳサービスに対して決定す
る場合のみを一例に説明するが、サービスする全体ＭＢＭＳサービスを考慮して送信方式
を決定することもできることは勿論である。
【００３９】
　前記ＰＴＰ／ＰＴＭ臨界値は送信方式をＰＴＰ方式からＰＴＭ方式に変更するために適
用するＵＥの数に対する臨界値であり、ＰＴＭ /ＰＴＰ臨界値は送信方式をＰＴＭ方式か
らＰＴＰ方式に変更するために適用するＵＥの数に対する臨界値として、ＲＮＣ４１０が
ＭＢＭＳサービスを提供するために最初に送信方式を決定する時に使用される。前記ＰＴ
Ｐ／ＰＴＭ臨界値及びＰＴＭ /ＰＴＰ臨界値はシステムのシミュレーションやフィールド
テストなどを通じて決定した後、システムに予め与えられる値である。このように送信方
式を決定するためのＵＥの数に対する臨界値としてＰＴＰ／ＰＴＭ臨界値及びＰＴＭ /Ｐ
ＴＰ臨界値の２個の臨界値を使用する理由は、ＵＥの数が臨界値近所で変更される場合、
発生し得る頻繁な送信方式の変更を回避するためである。
【００４０】
　ＤＬ _Ｐｏ _ＰＴＭ臨界値は任意のＭＢＭＳサービスをＰＴＭ方式に提供する場合、即ち
、任意のＭＢＭＳサービスをセル変更地域まで送信することができる無線チャネル、一例
に共通チャネル (common channel)を使用して提供する場合、消耗される送信コード電力 (t
ransmitted code power)である。前記送信コード電力はＭＢＭＳサービスの種類と伝送速
度、そして要求されるサービス品質 (Quality of Service、以下、“ＱｏＳ” )などにより
決定される。
【００４１】
　前記ＲＮＣ４１０は前記決定された送信方式関連パラメータ、即ちＰＴＰ／ＰＴＭ臨界
値と、ＰＴＭ /ＰＴＰ臨界値及びＤＬ _Ｐｏ _ＰＴＭ臨界値を利用して該当セルの送信方式
を決定する。また前記ＲＮＣ４１０は任意の時点でＭＢＭＳサービスを受けているＵＥの
数をセル別に検出して該当セルのＭＢＭＳデータ送信方式を決定する。即ち、前記図２の
２０５段階でサービス通知過程を通じてセル別に存在するＵＥの数を確認したＲＮＣ４１
０は、以後、該当ＭＢＭＳサービスを受信しているＵＥの数を持続的に検出することがで
きる。例えば、前記ＭＢＭＳサービスを受けていたＵＥが元に属していたセルから他のセ
ルに移動する場合、前記ＵＥは前記ＲＮＣ４１０にセルアップデート (CELL UPDATE)メッ
セージを伝送し、前記セルアップデートメッセージを受信したＲＮＣ４１０はセル別にＵ
Ｅの数をアップデート (update)する。そして前記ＲＮＣ４１０はノードＢがＭＢＭＳサー
ビスに消耗している送信コード電力を利用して送信方式を決定する。ここで、前記ＲＮＣ
４１０は前記送信コード電力をノードＢが伝送するＭＢＭＳ測定報告メッセージを通じて
受信し、前記ＲＮＣ４１０は前記送信コード電力を用いて送信方式を決定する。
【００４２】
　追加的に、前記図４では前記送信方式を決定するための前記パラメータと前記パラメー
タに応じた入出力関係が示されている。前記図４に示したように、前記送信方式を決定す
るためのパラメータは、ＰＴＰ／ＰＴＭ臨界値と、ＰＴＭ /ＰＴＰ臨界値と、ＤＬ _Ｐｏ _
ＰＴＭ臨界値及び送信コード電力を含み、前記ＲＮＣ４１０は前記ＰＴＰ／ＰＴＭ臨界値
と、ＰＴＭ /ＰＴＰ臨界値と、ＤＬ _Ｐｏ _ＰＴＭ臨界値及び送信コード電力のパラメータ
を用いて送信方式を決定する。そして本発明では送信方式の決定において、前記送信コー
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ド電力を直接使用することよりは前記送信コード電力が前記ＤＬ _Ｐｏ _ＰＴＭ臨界値を超
過するかを考慮する。
【００４３】
　図５Ａは本発明の一実施形態に従う順方向送信電力報告過程に応じた状態遷移過程を概
略的に示した図である。
　前記図５Ａを参照すると、順方向送信電力 (ＤＬ _Ｐｏ ;Downlink Transmission Power)
報告過程はノードＢで遂行され、前記ノードＢはＲＮＣからＭＢＭＳ測定制御メッセージ
を通じてＤＬ _Ｐｏ _ＰＴＭとＶ _Ｐを受信する。ここで、前記ＤＬ _Ｐｏ _ＰＴＭは上述し
たようにＭＢＭＳサービスをＰＴＭ方式に提供する場合、消耗される順方向送信電力であ
り、その単位は [dBm]に設定することができる。また、前記Ｖ _Ｐは前記ノードＢがＲＮＣ
にＭＢＭＳ測定報告メッセージを伝送する前に必要な待機時間を示し、その単位は１０ [m
sec]に設定することができる。ここで、前記Ｖ _Ｐは前記ＤＬ _ＰｏがＤＬ _Ｐｏ _ＰＴＭを
超過した後、維持すべき待機時間として、前記ノードＢは前記ＤＬ _ＰｏがＤＬ _Ｐｏ _Ｐ
ＴＭを超過した後、Ｖ _Ｐの待機時間の間、その状態を維持しなければＲＮＣにＭＢＭＳ
測定報告メッセージを送信しない。
【００４４】
　ここで、図５Ａ及び５Ｂの説明において、使用される用語を説明する。
　（１）　ＤＬ _Ｐｏ :任意の時点で任意のセルがＭＢＭＳサービスを提供するために使用
している順方向 (ＤＬ :DownLink)送信電力の和。前記任意のセルでｎ個の無線リンク (Radi
o Link、以下、“ＲＬ” )、即ちＲＬ _１～ＲＬ _ｎまでｎ個のＲＬがセットアップ (setup)
されており、任意のＲＬ _ｘに使用される順方向送信電力をＤＬ _Ｐｏ _ＲＬ _ｘとすると、
ＤＬ _Ｐｏ＝ＤＬ _Ｐｏ _ＲＬ _１ +、…、 +ＤＬ _Ｐｏ _ＲＬ _ｎになる。ここで、前記ＭＢＭ
Ｓサービスのための無線リンクそれぞれは専用チャネルを示し、従って、この場合、送信
方式はＰＴＰ方式である。
【００４５】
　（２）　順方向送信電力報告 (ＤＬ _Ｐｏ _ＲＥＰＯＲＴ _ＵＰ )状態 (state):ＤＬ _Ｐｏが
ＤＬ _Ｐｏ _ＰＴＭを超過した後、その状態がＶ _Ｐだけ持続される時、ノードＢがＲＮＣ
にその事実を通報する状態。前記ノードＢは順方向送信電力報告状態でＭＢＭＳ測定報告
メッセージを通じてＤＬ _ＰｏがＤＬ _Ｐｏ _ＰＴＭを超過した後、その状態がＶ _Ｐだけ持
続された事実をＲＮＣに報告する。
【００４６】
　前記ノードＢは最初にＤＬ _Ｐｏ _ＰＴＭ臨界値、Ｖ _Ｐなどのパラメータを含むＭＢＭ
Ｓ測定初期化要求メッセージをＲＮＣから受信すると、順方向送信電力測定 (ＤＬ _Ｐｏ _
ＭＥＡＳＵＲＥ )５１０状態に遷移する。前記順方向送信電力測定５１０状態でノードＢ
は前記ノードＢ自己が消耗しているＭＢＭＳサービスに対するＤＬ _Ｐｏを持続的に測定
する。前記持続的なＤＬ _Ｐｏ測定中にもしＤＬ _ＰｏがＤＬ _Ｐｏ _ＰＴＭより大きな状態
がＶ _Ｐだけ持続されると、前記ノードＢは順方向送信電力報告５２０状態に遷移し、Ｍ
ＢＭＳ測定報告メッセージをＲＮＣに伝送する。前記ＭＢＭＳ測定報告メッセージ伝送が
完了されると、前記ノードＢは前記順方向送信電力測定５１０状態に遷移する。
【００４７】
　図５Ｂは本発明の一実施形態に従う送信方式決定過程に応じた状態遷移過程を概略的に
示した図である。
　前記図５Ｂを参照すると、前記送信方式決定過程はＲＮＣで遂行され、前記ＲＮＣはＭ
ＢＭＳサービスに対してセル別に送信方式を決定する。即ち、特定ＭＢＭＳサービスに対
して任意のＲＮＣがｘ個のセルを管理すると、前記送信方式決定過程はセル別にｘ回遂行
される。前記図２の２０６段階で説明したように任意のＭＢＭＳサービスに対する無線資
源割り当て過程が完了されると、該当セルのＭＢＭＳデータ送信方式決定過程は初期選択
(Initial Selection)状態５４０になる。前記初期選択状態５４０で該当セルに存在する
ＵＥの数“ＵＥ _＃”がＰＴＰ／ＰＴＭ臨界値未満である場合、前記ＲＮＣは該当セルに
対してＰＴＰ方式に送信方式を決定し、従って、前記初期選択状態５４０からＰＴＰ状態
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５５０に遷移する (５４１段階 )。
【００４８】
　しかし、前記初期選択状態５４０で前記ＲＮＣは該当セルに存在するＵＥの数“ＵＥ _
＃”がＰＴＰ／ＰＴＭ臨界値以上である場合、該当セルに対してＰＴＭ方式に送信方式を
決定し、従って前記初期選択状態５４０からＰＴＭ状態５６０に遷移する (５６１段階 )。
任意の時点で該当セルのＵＥ _＃がＰＴＰ／ＰＴＭ未満からＰＴＰ／ＰＴＭ以上に変わる
と、その状態は前記ＰＴＰ状態５５０からＰＴＭ状態５６０に遷移する (５５１段階 )。ま
た任意の時点で順方向送信電力報告イベントが発生すると、即ち、ノードＢが該当ＭＢＭ
Ｓサービスに消耗されている順方向送信電力がＤＬ _Ｐｏ _ＰＴＭを超過し、その状態がＶ
_Ｐ間持続された事実をＭＢＭＳ測定報告メッセージを通じてＲＮＣに通報すると、該当
セルは前記ＰＴＰ状態５５０からＰＴＭ状態５６０に遷移する (５５１段階 )。また、任意
の時点で該当セルがＰＴＭ状態５６０にありながら、ＵＥ _＃がＰＴＭ /ＰＴＰ臨界値未満
になると、さらにＰＴＰ状態５５０に遷移する (５６２段階 )。
【００４９】
　結果的に、前記ＲＮＣは任意のセルに存在するＵＥの数がＰＴＰ／ＰＴＭ臨界値を超過
するか、またはノードＢからＤＬ _ＰｏがＤＬ _Ｐｏ _ＰＴＭより大きいとの報告を受ける
と、ＰＴＭ状態に遷移して、現在設定されているＰＴＰ方式に応じた専用チャネルを除去
し、ＰＴＭ方式に応じた共通チャネルを構成してＭＢＭＳサービスを提供する。またＲＮ
Ｃは任意のセルにＰＴＭ方式にＭＢＭＳサービスを提供している間、ＵＥの数がＰＴＭ /
ＰＴＰ臨界値未満になると、ＰＴＭ方式に応じた共通チャネルを除去し、ＰＴＰ方式に応
じた専用チャネルを設定してＭＢＭＳサービスを提供する。
【００５０】
　図６Ａ及び図６Ｂは本発明の一実施形態に従うＰＴＰ方式からＰＴＭ方式に送信方式を
変更する過程を示した信号流れ図である。
　前記図６Ａ及び図６Ｂを参照すると、先ず、本発明のＭＢＭＳサービス提供のための過
程は前記図２の２０１段階乃至２０５段階の過程と同一であるので、ここではその詳細な
説明を省略し、前記２０５段階のサービス通知過程を通じて呼び出されたＵＥがネットワ
ークにサービス通知応答メッセージを送信して、ＳＧＳＮが該当ＭＢＭＳサービスを受信
しようとするＵＥのリスト (ＵＥ  list)を把握したことを仮定する。そして前記図６Ａ及
び６Ｂの説明において使用される略語を説明すると、次のようである。
【００５１】
　 (１ )　ＭＲＡＱ :ＭＢＭＳ無線接続ベアラー (ＲＡＢ :Radio Access Bearer)割り当て要
求 (MBMS RAB ASSIGNMENT REGUEST)
　 (２ )　ＭＡＲＳ :ＭＢＭＳ無線接続ベアラー割り当て応答 (MBMS RAB ASSIGNMENT RESPON
SE)
　 (３ )　ＲＬＳ :無線リンクセットアップ (RADIO LINK SETUP)
　 (４ )　ＲＢＳ :無線ベアラーセットアップ (RADIO BEARER SETUP)
　 (５ )　ＲＢＲ :無線ベアラー再構成 (RADIO BEARER RECONFIGURATION)
　 (６ )　ＲＬＤ :無線リンク解除 (RADIO LINK DELETE)
　 (７ )　ＲＢＤ :無線ベアラー解除 (RADIO BEARER DELETE)
ＴＳＳ１ :送信方式スイッチングタイプ１ (TRANSMISSION SCHEME SWITCHING type1)
ＴＳＳ２ :送信方式スイッチングタイプ２ (TRANSMISSION SCHEME SWITCHING type2)
【００５２】
　先ず、２０５段階のサービス通知応答過程を完了した後、ＳＧＳＮはＭＲＡＱメッセー
ジをＲＮＣに伝送する (６０１段階 )。勿論、ＳＧＳＮは前記ＭＲＡＱメッセージを多数の
ＲＮＣに伝送することができるが、図６Ａには説明の便宜上、一つのＲＮＣのみを示した
。前記ＭＲＡＱメッセージはＭＢＭＳサービスに適用されるべきサービス品質 (ＱｏＳ )情
報と該当ＭＢＭＳサービスを受信しようとするＵＥのリスト (ＵＥ  list)などのパラメー
タを含む。前記ＲＮＣは前記受信したＭＲＡＱメッセージのＱｏＳ情報を用いてＭＢＭＳ
サービスに適用する無線資源を決定し、ＵＥリストを用いてセル別に設定する送信方式を
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決定する。また、前記ＲＮＣは多数のセルを制御するが、前記図６Ａ及び図６Ｂでは説明
の便宜上、一つのセルのみを例にして説明する。そして、前記図６Ａ及び図６Ｂで前記Ｍ
ＢＭＳサービスに対するＰＴＰ／ＰＴＭ臨界値を３と仮定し、前記セル、即ちノードＢに
はＵＥ２のみが存在していると仮定する。すると、前記図５Ｂで説明したように前記ＲＮ
Ｃは送信方式決定過程の初期選択 (Initial Selection)状態５４０からＰＴＰ状態５５０
に遷移するので、前記ノードＢの送信方式はＰＴＰ方式に決定される。
【００５３】
　これによって前記ＲＮＣは前記ノードＢと前記ＰＴＰ方式を支援するための専用チャネ
ルを設定するためのＲＬＳ過程を遂行する (６０２段階 )。ここで、前記ＲＬＳ過程では無
線リンクセットアップ要求 (RADIO LINK SETUP REGUEST)メッセージと無線リンクセットア
ップ応答 (RADIO LINK SETUP RESPONSE)メッセージの送受信過程が遂行され、前記無線リ
ンクセットアップ要求メッセージにはＲＮＣが任意のＵＥを識別する識別子役割をする制
御無線ネットワーク制御器 (ＣＲＮＣ :Control ＲＮＣ )通信コンテクスト識別子 (ＣＲＮＣ
Communication Context ID、以下、“ＣＲＣＣ  ＩＤ” )と、前記専用チャネルの無線リン
ク識別子 (Radio Link ID、以下、“ＲＬ  ＩＤ” )と、前記専用チャネル構成に必要な各種
パラメータ、即ち階層２ (layer ２ )情報と階層１ (layer)情報などが含まれる。例えば、
前記専用チャネルに適用するチャネル化コード (channelization code)情報、送信電力制
御関連情報、トランスポートフォーマット (transport format)情報などが前記無線リンク
セットアップ要求メッセージに含まれる。前記無線リンクセットアップ応答メッセージに
は前記ノードＢが前記ＵＥを識別する識別子役割をする基地局通信コンテクスト識別子 (
ノードＢ  Communication Context ID、以下、ＮＢＣＣ  ＩＤ )と、前記ＲＬ  ＩＤに識別さ
れる無線リンク構成成功可否に関した情報が含まれる。
【００５４】
　このように前記ノードＢとＲＬＳ過程が完了されると、前記ＲＮＣは前記ＮＢＣＣ  Ｉ
Ｄを利用してノードＢに任意のＵＥを指定し、ノードＢはＣＲＣＣ  ＩＤを利用してＲＮ
Ｃに任意のＵＥを指定する。そして前記ＲＮＣは前記ＵＥ２と前記ＰＴＰ方式を支援する
ための専用チャネルを設定するためのＲＢＳ過程を遂行する (６０３段階 )。前記ＲＢＳ過
程では無線ベアラーセットアップ (RADIO BEARER SETUP)メッセージと無線ベアラーセット
アップ完了 (RADIO BEARER SETUP COMPLETE)メッセージの送受信が遂行される。前記無線
ベアラーセットアップメッセージには前記専用チャネル構成に必要な各種パラメータ、例
えば前記専用チャネルに使用するチャネル化コード情報と、送信電力制御関連情報と、ト
ランスポートフォーマット情報と、無線リンク制御 (ＲＬＣ :Radio Link Control)関連情
報と、パケットデータプロトコール (ＰＤＣＰ :Packet Data Convergence Protocol)関連
情報などが含まれる。また前記無線ベアラーセットアップ完了メッセージには前記無線ベ
アラーセットアップメッセージに応じた専用チャネル構成成功可否情報が含まれる。
【００５５】
　このようにＲＢＳ過程まで完了すると、前記ＵＥ２に専用チャネルを通じてＰＴＰ方式
にＭＢＭＳサービスを提供する準備が完了された状態である。以後、前記ＲＮＣは前記ノ
ードＢと共にＭＢＭＳ測定初期化 (MBMS MEASUREMENT INITIATION)過程 (６０４段階 )を遂
行する。ここで、前記ＭＢＭＳ測定初期化過程ではＭＢＭＳ測定初期化要求 (MBMS　 MEASU
REMENT INITIATION REQUEST)メッセージとＭＢＭＳ測定初期化応答 (MBMS MEASUREMENT IN
ITIATION RESPONSE)メッセージの送受信が遂行される。前記ＭＢＭＳ測定初期化要求メッ
セージとＭＢＭＳ測定初期化応答メッセージのメッセージフォーマット (message format)
は図８Ａ及びＢに示したようである。
【００５６】
　図８Ａ及び図８Ｂは本発明の一実施形態に従って新たに提案されたメッセージのメッセ
ージフォーマットを概略的に示した図である。前記図８Ａ及び図８Ｂを参照すると、ＲＮ
ＣがノードＢに伝送するＭＢＭＳ測定初期化要求メッセージには前記図８Ａに示したよう
に該当時点にＭＢＭＳサービスを受信するためにＰＴＰ方式に応じた専用チャネルが設定
されたＵＥ２のＮＢＣＣ  ＩＤとＲＬ  ＩＤが記入され、 Reporting Characteristics ＩＥ
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８０９にはＶ _ＰとＤＬ _Ｐｏ _ＰＴＭ臨界値が記入される。前記ＭＢＭＳ測定初期化要求
メッセージを受信したノードＢは、ＵＥ２の専用チャネル、即ち無線リンクに対するＵＥ
２の送信コード電力の測定を開始し、前記測定したＵＥ２の送信コード電力を前記図８Ｂ
のＭＢＭＳ測定初期化応答メッセージを通じて前記ＲＮＣに伝送する。
【００５７】
　このようにＭＢＭＳ測定初期化過程が完了されると、前記ノードＢは連関 (Association
)過程を遂行する (６０５段階 )。ここで、前記連関 (Association)過程はＮＢＣＣ  ＩＤ /Ｒ
Ｌ  ＩＤと測定識別子 (Measurement ID)を対応させる過程である。即ち、前記ＰＴＰ送信
方式によって割り当てられる多数の専用チャネルに対してそれぞれ送信コード電力の測定
が必要であるので、前記多数の専用チャネル、即ちＮＢＣＣ  ＩＤ /ＲＬ  ＩＤに対する一
つの測定識別子を連関させる過程が必要になり、前記ＮＢＣＣ  ＩＤ /ＲＬ  ＩＤに対する
一つの測定識別子を連関させる過程が連関 (Association)過程である。また、前記ＲＮＣ
は前記ＭＲＡＱメッセージに対する応答としてＭＡＲＳメッセージを前記ＳＧＳＮに送信
し (６０６段階 )、前記ＭＡＲＳメッセージを受信したＳＧＳＮはＰＴＰ方式にＭＢＭＳデ
ータ伝送過程を遂行する (２０７段階 )。
【００５８】
　このようにＰＴＰ方式にＭＢＭＳサービスを提供する間に任意のＵＥ、一例にＵＥ１が
前記ノードＢに進入して前記ＭＢＭＳサービスに対するサービス要請 (JOIN)過程を遂行す
ると (６０７段階 )、前記ＲＮＣは前記ＵＥ１のサービス要請に応じたノードＢのＵＥ数を
検出し、前記ＵＥ数が予め設定したＰＴＰ／ＰＴＭ臨界値である３未満であるので、前記
ノードＢに対して続けてＰＴＰ方式にＭＢＭＳサービスを提供する。従って、前記ＵＥ１
に対してＲＬＳ過程 (６０８段階 )及びＲＢＳ過程 (６０９段階 )を遂行する。前記ＵＥ１に
対するＲＬＳ過程及びＲＢＳ過程は前記ＵＥ２に対するＲＬＳ過程及びＲＢＳ過程と同一
であるので、その詳細な説明は省略する。前記ＵＥ２に対するＲＢＳ過程が完了されると
、前記ＲＮＣはＭＢＭＳ測定修正 (MBMS MEASUREMENT MODIFICATION)過程 (６１０段階 )を
遂行する。
【００５９】
　前記ＭＢＭＳ測定修正過程は前記６０４段階で説明したＭＢＭＳ測定初期化過程のＭＢ
ＭＳ測定初期化要求メッセージとＭＢＭＳ測定初期化応答メッセージを利用する。即ち。
前記ＵＥ１の送信コード電力も測定に含まれるべきであるので、前記ＲＮＣはＭＢＭＳ測
定初期化要求メッセージのＮＢＣＣ  ＩＤ８０５とＲＬ  ＩＤ８０６に前記ＵＥ１のＮＢＣ
Ｃ  ＩＤとＲＬ  ＩＤをそれぞれ記入した後、ＭＢＭＳ測定初期化要求メッセージをノード
Ｂに伝送する。すると、前記ノードＢはＭＢＭＳ測定初期化応答メッセージをＲＮＣに伝
送し、測定識別子とＵＥ１のＮＢＣＣ  ＩＤ /ＲＬ  ＩＤを対応させる連関 (Association)過
程を遂行する (６１１段階 )。従って、前記６１１段階の連関 (Association)過程の遂行後
、前記測定識別子にはＵＥ１とＵＥ２のＮＢＣＣ  ＩＤ /ＲＬ  ＩＤが対応され、ノードＢ
は前記ＵＥそれぞれに割り当てられている専用チャネルの送信コード電力をそれぞれ測定
した後、その値を全体送信電力、即ちＤＬ _Ｐｏとして貯蔵する。前記ＤＬ _Ｐｏが予め設
定したＤＬ _Ｐｏ _ＰＴＭ臨界値を超えると、前記ノードＢは内部に設けているタイマー (t
imer)を動作させ、前記タイマーが予め設定したＶ _Ｐをカウンティング完了すると、ＭＢ
ＭＳ測定報告メッセージを前記ＲＮＣに伝送する (６１２段階 )。ここで、前記タイマーは
全体送信電力、即ちＤＬ _ＰｏがＤＬ _Ｐｏ _ＰＴＭ臨界値を超過する場合に駆動され、Ｄ
Ｌ _Ｐｏ _ＰＴＭ臨界値以下である場合にリセット (reset)される。
【００６０】
　前記ノードＢから前記ＭＢＭＳ測定報告メッセージを受信したＲＮＣは、現在ＭＢＭＳ
サービス提供のために設定されている専用チャネルの全体送信電力がＤＬ _Ｐｏ _ＰＴＭ臨
界値を超過したことを認知し、従って、ＭＢＭＳサービス提供のための送信方式をＰＴＰ
方式からＰＴＭ方式にスイッチングすることを、即ちＴＳＳ１を決定する (６１３段階 )。
即ち、本発明では単純に該当セルに存在するＵＥの数だけではなく全体順方向送信電力ま
で考慮してＭＢＭＳサービスのための最適の伝送資源を割り当てるようになるものである
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。このように前記送信方式をＰＴＰ方式からＰＴＭ方式にスイッチングすることを決定す
ることによって、前記ＲＮＣは前記ノードＢと前記ＰＴＭ方式に応じた共通チャネル設定
のためのＲＬＳ過程を遂行する (６１４段階 )。ここで、前記ＲＬＳ過程では無線リンクセ
ットアップ要求メッセージと無線リンクセットアップ応答メッセージの送受信過程が遂行
され、前記無線リンクセットアップ要求メッセージには前記ＰＴＭ方式に応じた共通チャ
ネル割り当てに使用する物理階層 (physical layer)情報と伝送フォーマットセット (ＴＦ
Ｓ :Transport Format Set)情報などが含まれる。その後、前記ＲＮＣは以前のＰＴＰ方式
によって生成されたＭＢＭＳ測定 (MBMS MEASUREMENT)動作を除去するために前記ノードＢ
にＭＢＭＳ測定解除 (MBMS MEASUREMENT DELETE)メッセージを伝送する (６１５段階 )。
前記ノードＢはＲＮＣから前記ＭＢＭＳ測定解除メッセージを受信すると、測定識別子が
指示するＮＢＣＣ  ＩＤ /ＲＬ  ＩＤに対する測定を解除する。即ち、前記ノードＢは前記
測定識別子と連関された無線リンク、即ち専用チャネルの送信コード電力測定を解除する
。その後、前記ＲＮＣは前記ＵＥ１及びＵＥ２とＲＢＲ過程を遂行する (６１６段階、６
１７段階 )。ここで、前記ＲＢＲ過程でＲＮＣはＵＥ１とＵＥ２に無線ベアラー再構成メ
ッセージを伝送するが、前記ＲＢＲメッセージにはＰＴＭ方式に応じた共通チャネルに適
用される無線ベアラー (radio bearer)情報と前記共通チャネルが適用される時点である活
性化時間 (Activation time)が記入される。ＵＥ１とＵＥ２は前記ＲＢＲメッセージを受
信すると、前記ＲＢＲメッセージの指示通り、送受信器を再構成する準備を完了し、無線
ベアラー再構成完了 (RADIO BEARER RECONFIGURATION COMPLETE)メッセージをそれぞれ前
記ＲＮＣに伝送する。前記ＵＥ１とＵＥ２から無線ベアラー再構成完了メッセージを受信
したＲＮＣは、活性化時間 (Activation time)にＰＴＰ方式に応じた専用チャネルを通じ
たＭＢＭＳデータ伝送を中止、前記ＰＴＭ方式によって割り当てられた共通チャネルを通
じてＭＢＭＳデータ伝送を遂行する (６１８段階、２０７段階 )。
【００６１】
　前記ＲＮＣは現在割り当てられている前記ＵＥ１とＵＥ２の専用チャネルを除去するた
めに、前記ＵＥ１及びＵＥ２とＲＬＤ過程を遂行する (６１９段階、６２０段階 )。ここで
、前記ＲＬＤ過程では無線リンク解除要求 (RADIO LINK DELETE REGUEST)メッセージ及び
無線リンク解除応答 (RADIO LINK DELETE RESPONSE)メッセージ送受信過程が遂行される。
【００６２】
　前記図６Ａ及び図６ＢではＰＴＰ方式にＭＢＭＳサービスを提供する間にＰＴＭ方式に
ＭＢＭＳサービスを提供するように送信方式を変更する過程を説明した。次にＰＴＭ方式
にＭＢＭＳサービスを提供する間にＰＴＰ方式にＭＢＭＳサービスを提供するように送信
方式を変更する過程を図７を参照して説明する。
【００６３】
　前記図７はＰＴＭ方式からＰＴＰ方式に送信方式を変更する過程を示した信号流れ図で
ある。前記図７を参照すると、ＵＥ１とＵＥ２がＰＴＭ方式にＭＢＭＳサービスを受けて
いる間に前記ＵＥ１がＭＢＭＳサービス受信を中断する (７０１段階 )。ここで、任意のＵ
Ｅが特定セルで特定ＭＢＭＳサービス受信を中断する場合、その事実はセルアップデート
過程を通じて前記セルを管理するＲＮＣに通報されるか、またはＳＧＳＮの通報を通じて
ＲＮＣに知らせる。前記図７で前記ＰＴＭ /ＰＴＰ臨界値が２である場合、前記ＲＮＣは
前記セルに対してＰＴＰ方式にＭＢＭＳサービスを提供することを決定する (７０２段階 )
。すると前記ＲＮＣは前記ノードＢとＰＴＰ方式に応じた専用チャネルを割り当てるため
のＲＬＳ過程を遂行する (７０３段階 )。ここで、前記ＲＬＳ過程では無線リンクセットア
ップ要求メッセージと無線リンクセットアップ応答メッセージの送受信過程が遂行され、
前記ＲＬＳ過程は前記図６Ａの６０２段階及び６０８段階で説明したＲＬＳ過程と同一で
あるので、ここではその詳細な説明を省略する。
【００６４】
　以後、前記ＲＮＣは前記ノードＢとＭＢＭＳ測定初期化過程を遂行する (７０４段階 )。
ここで、前記ＭＢＭＳ測定初期化過程ではＭＢＭＳ測定初期化要求メッセージとＭＢＭＳ
測定初期化応答メッセージの送受信が遂行され、ノードＢは前記７０３段階で設定した専
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用チャネルに対する送信コード電力の測定を開始する。また、前記ＭＢＭＳ測定初期化過
程は前記図６Ａで説明したＭＢＭＳ測定初期化過程とその動作過程が同一であるので、こ
こではその詳細な説明を省略する。
【００６５】
　以後、前記ＲＮＣはＵＥ２とＲＢＲ過程を遂行する (７０４段階 )。ここで、前記ＲＢＲ
過程では無線ベアラー再構成メッセージと無線ベアラー再構成完了メッセージの送受信過
程が遂行され、前記ＲＢＲ過程も前記図６Ａで説明したＲＢＲ過程と同一であるので、こ
こではその詳細な説明を省略する。以後、ＲＮＣは活性化時間 (Activation time)になる
と、ＰＴＰ方式に応じた専用チャネルを通じてＭＢＭＳデータをＵＥ２に送信する。また
、前記ＲＮＣはこれ以上使用されないＰＴＭ方式に応じた共通チャネルを解除するために
前記ノードＢとＲＬＤ過程を遂行する (７０６段階 )。
【００６６】
　図８Ａ及び図８Ｂは本発明の実施形態に従って新たに提案されたメッセージのメッセー
ジフォーマットを説明するための図である。本発明で提案するメッセージはすべてＮＢＡ
Ｐメッセージとして、ＩＥグループ列には特定メッセージを構成する情報 (Information E
lement、以下、“ＩＥ” )、またはＩＥグループの名称が明記される。ＩＥグループは結
合され意味を有するＩＥの集合を意味し、例えば、前記図８ＡのＲＬ情報 (RL Informatio
n)８０４はＮＢＣＣ  ＩＤ８０５とＲＬ  ＩＤ８０６で構成されるＩＥグループである。レ
ンジ (Range)は任意のＩＥ、またはＩＥグループが何回まで反復され得るかを示す値であ
る。
【００６７】
　前記図８ＡはＭＢＭＳ測定初期化要求メッセージのメッセージフォーマットを示し、前
記ＭＢＭＳ測定初期化要求メッセージは前記図６Ａで説明したようにＲＮＣがノードＢに
伝送するメッセージであり、ノードＢに特定ＭＢＭＳサービスのＤＬ _Ｐｏを測定するこ
とを要請する役割をする。前記ＭＢＭＳ測定初期化要求メッセージの Message Type８０１
は該当メッセージの種類を示すＩＥであり、測定識別子８０２は前記ＭＢＭＳ測定初期化
要求メッセージを通じてノードＢに要請する測定行為に対する識別子である。即ち、ＭＢ
ＭＳ測定初期化要求メッセージに対する応答メッセージ、または報告メッセージはすべて
同一の測定識別子を使用する。 Measurement Object Typeは測定する対象を通報し、 Measu
rement Type８０８は測定種類を通報する役割をする。即ち、任意のＵＥ  ＡとＵＥ  Ｂの
専用チャネルの順方向送信電力の和を測定するためには、ＵＥ  ＡとＵＥ  Ｂの無線リンク
関連情報が Measurement Object Typeのうち  RL to add ＩＥ８０３項目に、順方向送信電
力の和が Measurement Type８０８に記入される。
【００６８】
　本発明でＲＮＣはＰＴＰ方式にＭＢＭＳサービスが提供される専用チャネルの順方向送
信電力の和を測定しようとするので、ＲＬ  ＩＤ８０６には測定しようとするＰＴＰ方式
に応じた専用チャネル、即ち無線リンクの識別子が記入される。前記図６Ａ及び６Ｂを例
に挙げると、６０２段階を通じてＵＥ２に対するＰＴＰ方式に応じた無線リンクを設定し
、前記無線リンクの識別子がＮＢＣＣ  ＩＤ８０５とＲＬ  ＩＤ８０６に記入される。上述
したように、ＲＮＣは特定ＵＥの識別子にＮＢＣＣ  ＩＤを使用するので、ＮＢＣＣ  ＩＤ
８０５には６０２段階の無線リンクセットアップ応答メッセージに含まれたＮＢＣＣ  Ｉ
Ｄを記入し、ＲＬ  ＩＤ８０６にも同様に６０２段階で使用したＲＬ  ＩＤを記入する。ま
た、＜ maxnoofRLsMBMS＞は測定の対象になるＲＬの最大個数であり、ＰＴＰ／ＰＴＭ臨界
値と同一の値を有することができる。もし、前記ＭＢＭＳ測定初期化要求メッセージを伝
送する段階で、測定しようとするＭＢＭＳサービスを特定セルからＰＴＰ方式に受信する
ＵＥの数がｘであると、ＲＬ情報はｘ回挿入され、前記ｘは＜ maxnoofRLsMBMS＞以上にな
ることができない。
【００６９】
　もし、ＲＮＣが特定無線リンクを測定から除外しようとすると、前記無線リンクの識別
子、即ちＮＢＣＣ  ＩＤ /ＲＬ  ＩＤの組み合わせは RL to delete ＩＥグループ８０７に記
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入される。 Measurement type８０８は測定識別子８０２で通報した測定対象に対してどの
ような測定を実施するかを通報する。
【００７０】
　本発明では“全体送信電力 (total transmitted code power)”との新たな値を定義する
。前記全体送信電力はＲＬ情報 (RL information)に含まれた無線リンク (radio link)の送
信コード電力 (transmitted code power)の和に定義される。送信コード電力 (transmitted
 code power)は特定キャリアの特定スクランブリングコード (scrambling code)の特定チ
ャネル化コード伝送に印加される送信電力を意味する。
【００７１】
　また、 Report Characteristics８０９は図８Ｃに示した、前記ＭＢＭＳ測定初期化要求
メッセージに対応されるＭＢＭＳ測定報告メッセージの伝送時点を指定するＩＥである。
図５ＡのＤＬ _Ｐｏ報告過程で説明したように、全体送信電力がＤＬ _Ｐｏ _ＰＴＭ臨界値
を超過する状態がＶ _Ｐ以上持続される時、ＭＢＭＳ測定報告メッセージが伝送される。
そのため、 RL to delete８０７には前記ＤＬ _Ｐｏ _ＰＴＭ臨界値とＶ _Ｐが記入される。
前記ＩＥの値はサービスの種類に応じて、適切に定まれることができ、その範囲はＤＬ _
Ｐｏ _ＰＴＭは２７ [dBm]～４０ [dBm]程度、Ｖ _Ｐは１０ [msec]～１ [sec]程度になること
ができる。
【００７２】
　前記図８Ｂに示したＭＢＭＳ測定初期化応答 (MBMS MEASUREMENT INTIATION RESPONSE)
メッセージフォーマットはＭＢＭＳ測定初期化要求メッセージに対する応答であり、ノー
ドＢがＲＮＣに伝送し、測定識別子８１１により識別される測定を開始したことを意味す
る。即ち、 RL to add IE８０３項目に含まれた無線リンクの全体送信電力の測定を開始し
、 RL to delete IE８０７項目に含まれた無線リンクに対する測定を中止したことを意味
する。
【００７３】
　前記図８Ｃに示したＭＢＭＳ測定報告メッセージは測定識別子８１３に識別される測定
に対する結果報告である。言い換えれば、全体送信電力がＰＴＰ／ＰＴＭ臨界値以上であ
る状態がＶ _Ｐだけ持続されたことをＲＮＣに通報する役割をする。また、前記図８Ｄに
示したＭＢＭＳ測定解除メッセージは測定識別子８１５に識別される測定を除去するため
に、ＲＮＣからノードＢに伝送されるメッセージである。
【００７４】
　上述したように本発明を適用する場合、ノードＢとＲＮＣがＰＴＰ方式に提供する特定
ＭＢＭＳサービスの順方向送信電力を測定し、その結果を送信方式決定に適用するので、
単純にセルに存在するＵＥの数のみを考慮する既存方式に比べて伝送資源の効率性を増加
させることができる。また、セルに存在するＵＥの数は比較的少なくともＵＥがセル変更
地域に存在する場合にはＰＴＭ方式にＭＢＭＳサービスを提供することにより、順方向送
信電力をより小さく消耗することにより順方向伝送資源の効率性を増加させることができ
る。
【００７５】
　図９は本発明の一実施形態に従うＲＮＣ動作過程を示した順序図である。前記図９を参
照すると、先ず、９０１段階で前記ＲＮＣはＳＧＳＮから任意のＭＢＭＳサービスに対す
るＭＢＭＳ無線接続ベアラー割り当て要求メッセージを受信する。ここで、前記ＲＮＣは
前記受信したＭＢＭＳ無線接続ベアラー割り当て要求メッセージに含まれているＵＥリス
トを利用して前記ＭＢＭＳサービスを提供するセルと各セルに位置したＵＥを把握する。
前記ＲＮＣはセル別にＭＢＭＳサービスを提供するための送信方式を決定するが、前記図
９では説明の便宜上、任意の一つのセルのみに対して送信方式を決定することを一例に挙
げて説明する。前記９０２段階で前記ＲＮＣは前記セルに存在するＵＥの個数が予め設定
したＰＴＰ／ＰＴＭ臨界値未満であるかを検査する。前記セルに存在するＵＥの個数がＰ
ＴＰ／ＰＴＭ臨界値未満である場合、前記ＲＮＣは９０３段階に進行する。前記９０３段
階で前記ＲＮＣは前記セルのＭＢＭＳサービスのための送信方式をＰＴＰ方式に決定し、
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前記ＰＴＰ方式に相応するようにノードＢとＵＥと共にそれぞれＲＬＳ過程及びＲＢＳ過
程を遂行する。ここで、前記ＲＬＳ過程は無線リンクセットアップ要求メッセージと無線
リンクセットアップ応答メッセージ送受信が遂行され、ＲＢＳ過程は無線ベアラーセット
アップメッセージと無線ベアラーセットアップ  完了メッセージ送受信が遂行される。こ
こで、前記ＲＬＳ過程及びＲＢＳ過程でＰＴＰ送信方式に応じた無線リンクは前述したよ
うにＮＢＣＣ  ＩＤ /ＲＬ  ＩＤ対により識別される。
【００７６】
　前記９０３段階のように前記セルが存在するＵＥとＰＴＰ方式に応じたＲＬＳ過程及び
ＲＢＳ過程が完了されると、前記ＲＮＣは９０４段階で前記ノードＢとＭＢＭＳ測定初期
化過程を遂行する。前記ＭＢＭＳ測定初期化過程では前述したようにＭＢＭＳ測定初期化
要求メッセージとＭＢＭＳ測定初期化応答メッセージの送受信過程が遂行され、その詳細
な説明を省略する。
【００７７】
　前記９０５段階で前記ＲＮＣはノードＢからＭＢＭＳ測定報告メッセージが受信される
かを検査する。前記ノードＢからＭＢＭＳ測定報告メッセージが受信されないと、９０６
段階に進行する。前記９０６段階で前記ＲＮＣは前記セルのＵＥの数を持続的に監視して
前記セルに新たなＵＥがＭＢＭＳサービス要請 (JOIN)をする場合、前記９０２段階に戻り
、前記セルでＭＢＭＳサービスを受けていたＵＥが前記ＭＢＭＳサービス受信を中断する
場合、または他のセルに移動する場合のように前記セルのＵＥ数が減少する場合、９０７
段階に進行する。前記９０７段階で前記ＲＮＣは前記ＭＢＭＳサービス受信を中断するか
、または他のセルに移動したＵＥに対してＲＬＤ過程及びＲＢＤ過程を遂行する。この場
合は以前よりＵＥの数が減少したので、送信方式は続けてＰＴＰ方式である。前記９０８
段階で前記ＲＮＣは前記ＭＢＭＳサービス受信を中断するか、または他のセルに移動した
ＵＥに対して割り当てられている専用チャネルの送信電力測定を除去するためにＭＢＭＳ
測定修正過程を遂行し、９０５段階に分岐する。即ち、前記ＲＮＣはＭＢＭＳ測定報告メ
ッセージ受信を待機するか、またはＵＥ数の変更を待機するようになるものである。
【００７８】
　前記９０５段階でＭＢＭＳ測定報告メッセージを受信すると、前記ＲＮＣは９１１段階
に進行する。前記９１１段階で前記ＲＮＣは前記セルのＭＢＭＳデータ送信方式をＰＴＭ
方式に変更し、前記ＰＴＭ方式に応じたＲＬＳ過程及びＲＢＳ過程を遂行する。前記９１
２段階で前記ＲＮＣは以前の送信方式であるＰＴＰ方式によって設定されていた専用チャ
ネルを除去するためにＲＬＤ過程及びＲＢＤ過程を遂行する。前記９１３段階で前記ＲＮ
Ｃは前記ＰＴＭ方式によって順方向送信電力を測定する必要がないので、ＭＢＭＳ測定解
除メッセージをノードＢに伝送し、前記順方向送信電力測定を除去するようにする。
【００７９】
　前記９１４段階で前記ＲＮＣは持続的に前記セルに存在するＵＥの個数を把握して前記
セルに存在するＵＥの個数が増加する場合には別の過程を遂行しなく、前記セルに存在す
るＵＥの個数が減少する場合には９１５段階に進行する。前記９１５段階で前記ＲＮＣは
前記セルに存在するＵＥの個数がＰＴＭ /ＰＴＰ臨界値未満であるかを検査する。前記セ
ルに存在するＵＥの個数がＰＴＭ /ＰＴＰ臨界値以上である場合には前記９１４段階に戻
り、前記検査結果、セルに存在するＵＥの個数がＰＴＭ /ＰＴＰ臨界値未満である場合に
は９０３段階に分岐する。
【００８０】
　前記９０２段階で検査結果、前記セルに存在するＵＥの数がＰＴＰ／ＰＴＭ臨界値以上
である場合、前記ＲＮＣは９１１段階に進行する。この場合、以前に前記ＭＢＭＳサービ
スを提供するためにＰＴＰ方式に応じた専用チャネルが設定されていったら、例えば９０
６段階から９０２段階に進行した後、さらに前記９１１段階に進行した場合であれば、既
存ＰＴＰ方式に応じた専用チャネルを９１２段階で除去し、９１３段階で設定されている
順方向送信電力測定除去のためにＭＢＭＳ測定解除メッセージを前記ノードＢに送信し、
残りの動作を遂行するようになる。

10

20

30

40

50

(20) JP 3763829 B2 2006.4.5



【００８１】
　図１０は本発明の一実施形態に従うノードＢ動作過程を示した順序図である。前記図１
０を参照すると、先ず、１００１段階で前記ノードＢはＲＮＣからＭＢＭＳ測定初期化要
求メッセージを受信する。１００２段階で前記ノードＢは前記ＭＢＭＳ測定初期化要求メ
ッセージに含まれている測定識別子と同一のＩＤを有する順方向送信電力測定過程が存在
するか検査する。前記測定識別子と同一のＩＤを有する順方向送信電力測定過程が存在し
ない場合、前記ノードＢは１００３段階に進行する。前記１００３段階で前記ノードＢは
前記受信したＭＢＭＳ測定初期化要求メッセージに含まれている測定識別子に対応する順
方向送信電力測定 (MEASUREMENT)を設定する。ここで、前記順方向送信電力測定を設定す
るとはＭＢＭＳ測定初期化要求 (MBMS MEASUREMENT INTIATION REGUEST)メッセージに含ま
れている順方向送信電力測定に関連された情報を用いて、順方向送信電力測定を開始し、
前記順方向送信電力測定を前記測定識別子に識別することを意味する。
【００８２】
　前記１００５段階で前記ノードＢは前記ＭＢＭＳ測定初期化要求メッセージに含まれて
いる RL to add情報のＮＢＣＣ  ＩＤ /ＲＬ  ＩＤが示す無線リンクを前記順方向送信電力測
定対象に含ませて１００６段階に進行する。前記１００６段階で前記ノードＢは前記順方
向送信電力測定対象に含まれた無線リンクの送信コード電力、即ちＤＬ _Ｐｏを測定する
。前記１００７段階で前記ノードＢは前記ＤＬ _Ｐｏが前記１００１段階で受信したＭＢ
ＭＳ測定初期化要求メッセージに含まれているＤＬ _Ｐｏ _ＰＴＭ臨界値を超過する状態に
Ｖ _Ｐ以上持続されるかを検査する。前記ＤＬ _Ｐｏが前記ＤＬ _Ｐｏ _ＰＴＭ臨界値を超過
する状態にＶ _Ｐ以上持続されないと、前記ノードＢは前記１００６段階に戻り、前記検
査結果、前記ＤＬ _Ｐｏが前記ＤＬ _Ｐｏ _ＰＴＭ臨界値を超過する状態にＶ _Ｐ以上持続さ
れると、前記ノードＢは１００８段階に進行する。前記１００８段階で前記ノードＢはＭ
ＢＭＳ測定報告メッセージをＲＮＣに送信する。１００９段階で前記ノードＢは前記ＲＮ
ＣからＭＢＭＳ測定解除メッセージを受信し、１０１０段階に進行して前記ノードＢは前
記ＭＢＭＳ測定解除メッセージの測定識別子と一致するＩＤを有する順方向送信電力測定
過程を除去し終了する。
【００８３】
　しかし、前記１００２段階で受信したＭＢＭＳ測定初期化要求メッセージの測定識別子
と一致するＩＤを有する順方向送信電力測定過程が存在する場合、前記ノードＢは前記１
００４段階に分岐する。前記１００４段階で前記ノードＢは前記ＭＢＭＳ測定初期化要求
メッセージに含まれている情報のうち、 RL to delete情報のＮＢＣＣ  ＩＤ /ＲＬ  ＩＤが
示す無線リンクを前記順方向送信電力測定対象から除外させ、１００５段階に進行する。
その以後の動作は前述したことと同一であるので、ここではその詳細な説明を省略する。
　前述した本発明では無線網制御器が基地局にＤＬ _Ｐｏ _ＰＴＭとＶ _Ｐを提供し、基地
局がＤＬ _Ｐｏを測定した後、ＤＬ _Ｐｏ _ＰＴＭとＶ _Ｐの条件を満足する時、前記無線網
制御器に送信方式の種類を変更することを要請する構成を提案した。しかし、本発明の他
の実施形態として、無線網制御器で送信方式の変更を決定するように具現することができ
る。即ち、基地局がセル別にＤＬ _Ｐｏを周期的に測定して無線網制御器に報告し、前記
無線網制御器は前記ＤＬ _Ｐｏが予め決定されたＤＬ _Ｐｏ _ＰＴＭとＶ _Ｐの条件に満足す
るかを判断して前記送信方式の変更を決定するようにする。このためには図８で提案して
いるメッセージの形態が一部修正されるべきである。図８Ｃで示しているＭＢＭＳ測定報
告メッセージには前記ＤＬ _Ｐｏを伝送するためのＩＥが必ず存在すべきであることであ
る。そして、図８Ａで示しているＭＢＭＳ測定初期化要求メッセージを通じてはＤＬ _Ｐ
ｏ _ＰＴＭとＶ _Ｐが伝送される必要がないだろう。
【図面の簡単な説明】
【００８４】
【図１】移動通信システムでＭＢＭＳサービスを提供するためのネットワーク構造を概略
的に示した図。
【図２】移動通信システムでＭＢＭＳサービスを提供するための過程を示した信号流れ図
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。
【図３】移動通信システムで送信方式であるＰＴＰ方式とＰＴＭ方式を概略的に示した図
。
【図４】本発明の一実施形態に従うＭＢＭＳサービス提供のための送信方式決定過程を概
略的に示した図。
【図５Ａ】本発明の一実施形態に従う順方向送信電力報告過程に応じた状態遷移過程を概
略的に示した図。
【図５Ｂ】本発明の一実施形態に従う送信方式決定過程に応じた状態遷移過程を概略的に
示した図。
【図６Ａ】本発明の一実施形態に従うＰＴＰ方式からＰＴＭ方式に送信方式を変更する過
程を示した信号流れ図。
【図６Ｂ】本発明の一実施形態に従うＰＴＰ方式からＰＴＭ方式に送信方式を変更する過
程を示した信号流れ図。
【図７】ＰＴＭ方式からＰＴＰ方式に送信方式を変更する過程を示した信号流れ図。
【図８Ａ】本発明の一実施形態に従って新たに提案されたメッセージのメッセージフォー
マットを概略的に示した図。
【図８Ｂ】本発明の一実施形態に従って新たに提案されたメッセージのメッセージフォー
マットを概略的に示した図。
【図８Ｃ】本発明の一実施形態に従って新たに提案されたメッセージのメッセージフォー
マットを概略的に示した図。
【図８Ｄ】本発明の一実施形態に従って新たに提案されたメッセージのメッセージフォー
マットを概略的に示した図。
【図９】本発明の一実施形態に従うＲＮＣ動作過程を示した順序図。
【図１０】本発明の一実施形態に従うノードＢ動作過程を示した順序図。
【符号の説明】
【００８５】
　３４０　　ＲＮＣ（無線ネットワーク制御器）
　３６０　　セル１
　３７０　　セル２
　３６１　　ＵＥ（使用者端末）１
　３６２　　ＵＥ２
　３６３　　ＵＥ３
　３７１　　ＵＥ４
　３７２　　ＵＥ５
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ Ａ 】

【 図 ５ Ｂ 】

【 図 ６ Ａ 】

【 図 ６ Ｂ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ Ａ 】

【 図 ８ Ｂ 】

【 図 ８ Ｃ 】

【 図 ８ Ｄ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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